
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 　 　 　 訂正・変更 　

2 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ ○ 有

4 社外取締役 ○ ○ 有

5 社外取締役 ○ ○ 　 有

6 社外取締役 ○ ○ 有

7 社外取締役 ○ 　 ○ 有

8 社外取締役 ○ 　 ○ 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

5

6

番号

㈱玉の湯の経営に長年にわたり携わるとともに、観光及び地域のまちづくりでも活躍し
ており、その経歴を通じて培った観光及び経営の専門家としての経験、見識からの視点
に基づく経営の監督とチェック機能を期待したためです。

三井不動産㈱及び三井ホーム㈱の経営に長年にわたり携わっており、その経歴を通じて
培った不動産及び経営の専門家としての経験、見識等に裏付けされた視点に基づく経営
の監督とチェックを行うことを期待したためです。また、同氏は、証券取引所が定める
独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基準を充足しており、一般株主と利益相反
が生じるおそれがないことから、十分に独立性を確保できていると判断しており、独立
した立場から当社の経営を監視していただけるものと考え、独立役員に指定しておりま
す。

関西ペイント㈱の経営に長年にわたり携わっておりその経歴を通じて培った財務、ＩＲ
及び経営の専門家としての経験と見識を生かし、独立した立場から経営の監督とチェッ
クを行うことを期待したためです。また、同氏は、証券取引所が定める独立役員の要件
及び当社社外役員独立性判断基準を充足しており、一般株主と利益相反が生じるおそれ
がないことから、十分に独立性を確保できていると判断しており、独立した立場から当
社の経営を監視していただけるものと考え、独立役員に指定しております。

市川　俊英

浅妻　慎司

瓜生　道明

久我　英一

該当状況についての説明（※４）

【重要な兼職の状況】九州電力株式会社代表取締役会長
当社は、同社と使用電力料金の支払い等の取引関係がありますが、その
取引金額は当社の定める独立性基準（４.補足情報参照）の範囲内です。

選任の理由（※５）

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2022/5/10

独立役員届出書の
提出理由

番号

2021/6/23

コード九州旅客鉄道株式会社 9142

桑野取締役が当社独立性判断基準を充足していないことが判明したため。

独立役員

九州電力㈱の経営に長年にわたり携わるとともに、九州経済界での重責を担い地域経済
の開発振興にも貢献しており、その経歴を通じて培った地域経済振興及び経営の専門家
としての経験、見識からの視点に基づく経営の監督とチェック機能を期待したためで
す。また、同氏は、証券取引所が定める独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基
準を充足しており、一般株主と利益相反が生じるおそれがないことから、十分に独立性
を確保できていると判断しており、独立した立場から当社の経営を監視していただける
ものと考え、独立役員に指定しております。

警察行政における豊富な経験と幅広い見識を生かし、独立した立場から行政経験者の観
点で取締役の職務の執行を監査することを期待したためです。また、同氏は、証券取引
所が定める独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基準を充足しており、一般株主
と利益相反が生じるおそれがないことから、十分に独立性を確保できていると判断して
おり、独立した立場から当社の経営を監視していただけるものと考え、独立役員に指定
しております。

村松　邦子

藤田　ひろみ

氏名

桑野　和泉

江藤　靖典

社外取締役／
社外監査役

当社がＥＳＧ経営の強化を図るなか、事業会社での実務経験及びその経歴を通じて培っ
た企業倫理・ＣＳＲ・サステナビリティ・ダイバーシティ推進等に関する高い知見、見
識を生かし、独立した立場から経営の監督とチェックを行うことを期待したためです。
また、同氏は、証券取引所が定める独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基準を
充足しており、一般株主と利益相反が生じるおそれがないことから、十分に独立性を確
保できていると判断しており、独立した立場から当社の経営を監視していただけるもの
と考え、独立役員に指定しております。

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）



7

8

４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

税理士としての豊富な経験と幅広い見識を生かし、独立した立場から税務の専門家の観
点で取締役の職務遂行を監査することを期待したためです。また、同氏は、証券取引所
が定める独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基準を充足しており、一般株主と
利益相反が生じるおそれがないことから、十分に独立性を確保できていると判断してお
り、独立した立場から当社の経営を監視していただけるものと考え、独立役員に指定し
ております。

　当社の社外役員について、以下のいずれにも該当しない場合、独立性を有するものとします。

１　現在又は過去10年間のいずれかの事業年度における、当社又は当社子会社（以下「当社グループ会社」という）の業務執行者（業務執行取締役、執行役、
　執行役員、その他使用人をいう。以下同じ）
２　現在又は過去３年間のいずれかの事業年度における、当社グループ会社の業務執行者（ただし、重要な使用人に相当する職以上の立場にある者に限る）の
　配偶者又は２親等以内の親族
３　当社を主要な取引先とする者（直前３事業年度において、平均してその者の年間連結売上高の２％を超える支払を当社から受けている者）、又はその者が
　法人等の場合には、当該法人の業務執行者
４　当社の主要な取引先である者（直前３事業年度において、平均して当社の年間連結売上高の２％を超える支払を当社に行っている者）、又はその者が法人
　等の場合には、当該法人の業務執行者
５　当社の主要な借入先である者（直前３事業年度において、平均して当社の年間連結総資産額の２％を超える貸付を行っている者）、又はその者が法人等の
　場合には、当該法人の業務執行者
６　当社からの役員報酬を除く報酬等が、現在又は過去３年間の事業年度において、平均して年間1,000万円を超える法律専門家等、又はその者が法人等に属
　する場合には、当該法人等の連結売上高の２％を超える支払を当社から受けている者
７　当社からの寄付が、現在又は過去３年間の事業年度において、平均して年間1,000万円を超える団体等の理事その他業務執行者
８　当社の主要株主（議決権総数に対し10％以上の議決権を有する株主）、又は当該主要株主が法人等の場合には、当該法人の業務執行者
９　上記３～８のいずれかに該当する者（ただし、重要な使用人に相当する職以上の立場にある者に限る）の配偶者又は２親等以内の親族
10　上記１～９のほか、当社と利益相反関係にあるなど、独立社外役員としての職務を果たすことができない特段の事由を有している者

検察官及び弁護士としての豊富な経験と幅広い見識を生かし、独立した立場から法律家
の観点で取締役の職務の執行を監査することを期待したためです。また、同氏は、証券
取引所が定める独立役員の要件及び当社社外役員独立性判断基準を充足しており、一般
株主と利益相反が生じるおそれがないことから、十分に独立性を確保できていると判断
しており、独立した立場から当社の経営を監視していただけるものと考え、独立役員に
指定しております。


